
税率

■ 商品写真

（その他のアレルゲンを扱っている場合、
同一のラインでアレルゲンを有する別商品を製造している場合は、その旨を記入）

ア レ ル ギ ー 表 示 （ 特 定 原 材 料 ）
※使用している項目に☑、使用していない場合は以下の欄に大きく×をする。

売り先

輸出先国

利用シーン
（利用方法・

おすすめレシピ等）

和食（うどん、巻き寿司等）、洋食（スパゲッティー等）、中華（ラーメン、冷麺）

その他（サラダ、スープ）

栄養成分/成分量
※輸出先の表記方法に

従って記載ください
エネルギー　232kcal、タンパク質　2.7ｇ、脂質　0.4g、炭水化物　51.0ｇ、灰分　0.3ｇ、塩分　0.08ｇ、ナトリウム　3.5ｇ

認 証 等
（ 商 品 ・ 工 場 ・ 農 場 等 ）

　　※印のものは、具体的な取得内容を記載　→ FSSC22000

ターゲット

商品特徴
７大アレルゲン成分（エビ、カニ、小麦、そば、落花生、乳、卵）不使用。常温で１年間の保存が可

能。小麦製品とは違うもちもちしこしこした食感が楽しめる。

写真
商品の全体がわかる写真を貼付

一括表示
（現物の写真を字が読めるように画像で貼付）

原 料 及 び 添 加 物 原 産 地 米粉（富山県）、澱粉（北海道）、グルコマンナン（群馬県）

パ ッ ケ ー ジ ・ ケ ー ス の 材 質 ポリプロピレン 希 望 小 売 価 格 税抜 13,640円
税込（切捨）

ケ ー ス サ イ ズ （ 重 量 ）
縦(cm)　×　横(cm)　×　高さ(cm） 重量(kg）

価 格 有 効 期 限 3か月

最大・最小ケース納品単位
（◎ケ ース ／日 など 単位 も記 載）

最大 400ケース 最小 50ケース 参 考 価 格

45.0 40.0 20.0 8.4

賞 味 期 限 / 消 費 期 限 賞味期限 消費期限 1年

主 原 料 産 地
（ 漁 獲 場 所 等 ） 富山県 発 注 リ ー ド タ イ ム 14日

九州貿易振興協議会

■ 商品特性と取引条件

商 品 名 　　　　　R1印 ライスヌードル

提 供 可 能 時 期
（最もおいしい時期を（ ）内に記載）

通年 （　　　　　）

内 容 量 350g 保 存 温 度 帯

1 ケ ー ス あ た り 入 数 24パック JAN コ ー ド
（ 13 桁 も し く は ８ 桁 ）

米国(ニューヨーク)向け国内輸出業者との
九州産食品・酒類輸出商談会

参加申込書・輸出商品紹介シート

記
入
日

2021 年

9 月 1 日
本シートは、農林水産省が行うフード・コミュニケーション・プロジェクトが作成したシートを参考に作成しました。 2017年度輸出版　rev1

輸出商品紹介シート

490123456789X

えび 、 かに 、 小麦 、 そば 、 卵乳 、落花生、

やまいも 、

大豆 、 くるみ、キウイフルーツ 、

バナナ 、

さば 、

もも 、 ごま

さけ、 いか 、鶏肉 、

りんご 、まつたけ 、

オレンジ 、

牛肉 、

豚肉、

ゼラチン

カシューナッツあわび 、 いくら 、

有機ＪＡＳ ＩＳＯ ※ 農業生産工程管理（ＧＡＰ） ※

その他（右に記入→）

ＨＡＣＣＰ ※

FOB(Free on Board)

CIF(Cost Insurance and Freight)

外食 商社・卸売 メーカー スーパーマーケット

ホテル・宴会・レジャー

中食 百貨店 その他小売

ギフト対応可能業務用対応可能

可 不可国、地域など シンガポール、香港、中国、米国、EU 輸出へ取り組む際、海外へ同行



国内から       

海外から(+81)-

危機管理に関する対応や
生産物賠償責任保険(PL
保 険 ) の 加 入 な ど

輸出製品については海外PL保険を付保しています。

フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）の詳細は　http://www.food-communication-project.jp/　をご覧下さい。

危 機 管 理 体 制

担 当 者 連 絡 先
担 当 者 名 ま た は
担 当 部 署 名 貿易次郎 連 絡 先

従 業 員 の 管 理
管理職と従業員へは会社の方針と改善目標を順守し、最適な品質管理と衛生管理に

対応できるように研修を行っています。

施 設 設 備 の 管 理 乾燥して清潔で十分に換気された空調管理されたクリーンルームを保っています。

■ 品質管理情報

商 品 検 査 の 有 無 金属探知機　など

衛 生 管 理 へ の 取 組

生 産 ・ 製 造
工 程 の 管 理

HCCP管理ベースに生物学的危害、物理学的危害、化学的危害を予防するため品質

管理プログラムに沿って実行しています。

(+81)-3-XXXX-XXXX
携帯電話：  080-4315-××××

写　真

写真 写真 写真

T E L
固定電話：  0952-25-××××

F A X

工 場 等 所 在 地 〒

ホ ー ム ペ ー ジ  http://www.abcdefgxxx.co.jp

会 社 所 在 地

930-XXXX 富山県富山市東町3-5-7

〒

九州貿易振興協議会

年 間 売 上 高 10億円 従 業 員 数
（ 社 員 ○ 名 、 パ ー ト ○ 名 な ど ） 50

代 表 者 氏 名 鈴木　太郎

写真メ ッ セ ー ジ

当社は富山県の天然水と高品質の米を使って、伝統的な製

法によるライス麺を製造しています。また今後多くの健康

的な商品を生み出し、このライス麺の販売を通じて日本の

米文化の発展に貢献したいと思っています。

■ 企業紹介

企 業 名 　　　ＪＪＪフード株式会社

当社は２００９年３月期より新開発体制に移行し、営業部門と開発部門、生産部門が連携して、品質管理の厳格化とマーケットの観点を
取り入れた製造開発を進めてきました。

■ 生産・製造工程アピールポイント　　※農産品の場合は栽培面積・年間収穫量なども記載

F　D　A　登　録　番　号

商談希望

×××××××××× 登録がない場合は記入不要です

輸出商品紹介シート

107-XXXX 東京都港区赤坂1-23-45

担 当 者 貿易　太郎 E - m a i l abcxxx@jjj.co.jp

有→具体的に無

全バイヤー Wismettac

KCセントラル貿易 台信商店

カワコーポレーション

南山物産
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